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１ 

鬼
無
町 

鬼
無
町
は
昭
和
３
１
年
（
１
９
５
６
年
）
９
月
に
上
笠
居
村
が
周
辺
１
５
町
村
と
と
も
に
高
松
市

に
合
併
し
誕
生
し
ま
し
た
。
平
安
鎌
倉
時
代
に
は
笠
居
郷
、
江
戸
時
代
に
は
笠
居
郷
笠
居
村
に
属
し

て
い
ま
し
た
。 

勝
賀
山
の
麓
に
開
け
、
今
岡
、
神
高
、
古
宮
、
平
木
古
墳
群
等
が
分
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
中
世

の
豪
族
香
西
氏
の
館
佐
料
城
跡
、
鬼
無
城
跡
、
勝
賀
山
頂
に
は
勝
賀
城
跡
等
の
史
跡
が
存
在
し
て
い

ま
す
。
寛
永
１
０
年
（
１
６
３
３
年
）
の
讃
岐
国
絵
図
に
は
毛
無
、
「
南
海
通
記
」
に
は
鬼
無
村
が
見

え
ま
す
。
藩
政
時
代
に
は
丸
亀
街
道
が
通
り
、
根
来
寺
か
ら
一
宮
寺
へ
の
遍
路
道
が
あ
り
、
燈
籠
や
丁

ち
ょ
う

石い
し

（
注
１
）
が
各
所
に
あ
り
ま
す
。
県
道
衣
掛
郷
東
線
に
沿
っ
て
古
い
町

並
み
が
あ
り
、
盆
栽
と
み
か
ん
で
有
名
な
こ
の
町
は
桃
太
郎
伝
説
の
町
で

も
あ
り
ま
す
。 

（
注
１
）
丁

ち
ょ
う

石い
し 

：
丁
数
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
で
、
丁
石
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
「
丁
」
は
、
「
町
」
と
も
書
き
、
日
本
固
有
の
距
離
の
単
位
で
、
土

地
面
積
の
単
位
で
あ
る
「
町
」
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
１
丁
は
、
メ
ー
ト
ル
法
に
換
算

す
る
と
約
１
０
９
ｍ
に
な
り
ま
す
。
香
川
県
下
に
お
い
て
丁
石
は
、
札
所
と
札
所
を
結
ぶ
道
沿
い
に

置
か
れ
て
い
ま
す
。
遍
路
道
の
丁
石
は
、
舟
形
の
石
に
地
蔵
菩
薩
と
丁
数
を
刻
む
形
が
一
般
的
で
す
。 

丁  石 
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２ 

鬼
無
町
内
の
主
な
古
墳 

沢
池
西
古
墳
・
か
し
が
谷
１
号
墳
・
か
し
が
谷
２
号
墳
（
石
棺
復
元
）
・
か
し
が
谷
３
号
墳
・
か
し

が
谷
４
号
墳
・
虎
池
西
古
墳
・
善
師
垣
古
墳
・
貴
船
池
下
古
墳
・
今
岡
古
墳
（
県
史
跡
）
・
平
木
１
号

墳
・
平
木
２
号
墳
・
平
木
３
号
墳
・
平
木
４
号
墳
（
消
滅
）
・
山
口
山
頂
古
墳
・
神
高
池
西
古
墳
・
神

高
池
北
西
古
墳
・
神
高
池
南
西
１
号
墳
・
神
高
池
南
西
２
号
墳
・
鬼
無
大
塚
古
墳
・
山
野
塚
古
墳
・

空
家
古
墳
・
古
宮
古
墳
（
高
松
市
史
跡
）
・
こ
め
塚
古
墳
・
鬼
塚
古
墳
・
相
越
古
墳
・
衣
掛
古
墳
・
袋

山
古
墳
・
山
の
神
１
号
墳
・
山
口
龍
神
社
古
墳
（
２
０
０
４
年 

遺
跡
分
布
台
帳
の
古
墳
・
塚
を
抜
粋
・
高
松
市
教
委
） 

香
川
県
内
古
墳 

石
室
の
大
き
さ 
 

 
 

単
位
ｃｍ 
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【
古
宮

ふ
る
み
や

古
墳

こ

ふ

ん

】
（
市
指
定
史
跡
）
昭
和
６
３
年
３
月
４
日 

高
松
西
高
校
南
の
谷
間
に
あ
り
、
直
径
３
０
ｍ
近
く
の
円
墳
と
考
え
ら
れ
、

県
内
で
も
大
型
に
属
す
る
古
墳
時
代
後
期
の
横
穴
式
石
室
墳
で
す
。
６
世
紀
末

か
ら
７
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
全
国
的
に
大
規
模
な
石
材
を
使
っ
た
横
穴
式
石

室
を
も
つ
墳
墓
が
築
か
れ
ま
し
た
。
石
室
は
遺
体
を
葬
る
玄
室

げ
ん
し
つ

と
玄
室
に
至
る

羨
道

せ
ん
ど
う

に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

古
宮
古
墳
の
羨
道
（
幅
１
．
５
８
ｍ
）
は
破
壊
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
玄
門
（
幅

１
．
４
６
ｍ
）
か
ら
奥
の
玄
室
（
幅
２
．
０
３
～
２
．
１
４
ｍ
、
長
さ
６
．
４

１
ｍ
、
高
さ
３
．
２
４
ｍ
）
は
非
常
に
良
好
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

昭
和
５
９
年
、
香
川
大
学
の
調
査
で
石
室
の
規
模
が
わ
か
り
、
多
く
の
副
葬

品
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
す
で
に
盗
掘
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
須
恵
器
・
土

師
器
・
金
環
・
ガ
ラ
ス
玉
と
共
に
、
鉄
地
金
銅
張
鞍
金
具
の
破
片
や
銅
製
の
刀

装
具
が
出
土
し
、
石
室
の
規
模
や
出
土
遺
物
か
ら
被
葬
者
は
相
当
の
権
力
を
持

っ
て
い
た
と
み
ら
れ
ま
す
。
周
辺
に
散
在
す
る
横
穴
式
石
室
墳
の
中
で
は
代
表
格
で
す
。 

古 宮 古 墳  
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【
平
木

ひ

ら

ぎ

１
号

１

ご

う

墳ふ
ん

】 

平
木
古
墳
群
は
高
松
西
高
等
学
校
の
丘
陵
に
４
基
あ
り
、
７
世
紀

初
め
（
古
墳
時
代
終
頃
）
に
造
ら
れ
た
円
墳
で
す
。
高
松
西
校
の
校

内
に
「
平
木

ひ

ら

ぎ

１
号
墳
」
が
あ
り
ま
す
。
山
側
第
二
体
育
館
の
隣
に
あ

り
、
高
松
西
高
の
通
用
門
側
の
道
（
盆
栽
セ
ン
タ
ー
へ
行
く
方
）
を

上
が
っ
て
い
く
と
見
え
ま
す
。
平
木
１
号
墳
は
、
４
基
の
古
墳
か
ら

な
る
平
木
古
墳
群
の
１
基
で
、
直
径
１
８
．
２
ｍ
、
内
部
に
は
全
長

約
１
１
ｍ
の
巨
大
な
横
穴
式
石
室
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
５
８

年
に
香
川
大
学
、
平
成
元
年
に
高
松
市
教
育
委
員
会
が
発
掘
調
査
を

行
っ
た
際
、
耳
環
・
鉄
斧
・
須
恵
器
・
土
師
器
・
釘
・
須
恵
製
陶
棺

片
な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。 

こ
の
平
木
一
号
墳
は
当
時
こ
の
地
一
帯
を
支
配
し
て
い
た
豪
族
と
そ
の
家
族
が
埋
葬
さ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
松
西
高
周
辺
は
古
墳
の
密
集
地
域
で
、
古
宮
古
墳
・
鬼
無
大
塚
古
墳
・

空
家
古
墳
・
こ
め
塚
古
墳
な
ど
香
川
の
代
表
的
な
古
墳
が
多
く
あ
り
ま
す
。 

 

平木１号墳  
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神 高 古 墳 群 分 布 図  
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【
今
岡

い
ま
お
か

古
墳

こ

ふ

ん

】（
県
指
定
史
跡
）
昭
和
３
２
年
４
月
２
０

日 
勝
賀
山
の
東
麓
の
尾
根
に
位
置
し
た
前
方
後
円
墳
で
、

古
墳
時
代
中
期
（
５
世
紀
頃
）
に
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
高
松
平
野
に
お
け
る
こ
の
時
期
の
古
墳
と
し

て
は
最
大
級
の
大
き
さ
で
す
。
こ
の
古
墳
の
特
色
は
、
埴

輪
（
は
に
わ
）
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
、

筒
型
を
し
た
一
般
的
な
円
筒
埴
輪
は
も
ち
ろ
ん
、
家
形
や

蓋
き
ぬ
が
さ

等
の
形
象
埴
輪
も
多
く
採
集
さ
れ
て
い
ま
す
。
翡
翠

ひ

す

い

の
勾
玉
や
、
管
玉
、
国
産
の
鏡
（
一
仙
五
獣
鏡
）
な
ど
が

出
土
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
古
墳
に
は
河
原
石
が
散
乱
し
て
お
り
、
古
墳
全

体
を
石
で
敷
き
つ
め
る
葺
石
の
名
残
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。 

 
 

 
 

 
 

昭
和
３
９
年
（
１
９
６
４
）
に
は
、
前
方
部
か
ら
、 

今 岡 古 墳  
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全
国
的
に
も
類
例
を
見
な
い
組
合
式

く
み
あ
わ
せ
し
き

陶
棺
が
発
掘
さ
れ
、
若
い
女
性
と
み
ら
れ
る
人
骨
と
と
も
に
、

鏡
や
玉
類
が
出
土
し
ま
し
た
。
陶
棺
は
現
在
香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
復
元
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

東
の
方
に
立
地
す
る
石
清
尾
山
古
墳
群
と
比
べ
、
盛
り
土
で
造
ら
れ
、
多
量
の
埴
輪
が
立
て
ら
れ

た
今
岡
古
墳
は
、
当
時
の
中
心
地
で
あ
っ
た
近
畿
地
方
の
強
い
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
高
松
周
辺
で
は
最
も
新
し
い
前
方
後
円
墳
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

【
神
高
池
周
辺
の
古
墳
群
】 

高
松
西
校
南
側
斜
面
に
神
高
池
西
古
墳
、
こ
め
塚
古
墳
、
神
高
池
北
西
古
墳
が
あ
り
ま
す
。
神
高

池
西
古
墳
、
こ
め
塚
古
墳
は
市
道
の
横
に
巨
石
で
造
ら
れ
た
横
穴
式
石
室
が
見
ら
れ
ま
す
。
神
高
池

北
西
古
墳
は
現
在
、
神
高
池
の
底
に
水
没
し
て
い
ま
す
が
、
昭
和
６
３
年
（
１
９
８
８
年
）
の
高
松

市
教
委
に
よ
る
発
掘
調
査
の
結
果
、
石
室
の
基
礎
石
の
一
部
だ
け
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

３ 

佐
料
城
跡
・
鬼
無
城
跡 

佐
料
城
跡
は
佐
料
公
会
堂
の
北
側
に
位
置
し
、
勝
賀
城
と
同
じ
く
、
香
西
氏
の
初
代
資
村
が
築
城
し
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
天
正
５
年
（
１
５
７
７
年
）
に
１
８
代
香
西
佳
清
が
藤
尾
城
に
移
り
住
む
ま
で
香
西

氏
代
々
の
居
館
で
し
た
。
鬼
無
城
跡
は
袋
山
山
上
に
位
置
し
、
香
西
氏
の
武
将
鬼
無
兵
庫
が
守
っ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
国
分
寺
町
・
檀
紙
・
御
厩
方
面
が
眼
下
に
あ
り
、
こ
の
方
面
の
監
視
に
は
最
高
の
防
御
地
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点
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

４ 

勝
賀
城
跡
（
高
松
市
史
跡
）
昭
和
５
５
年
８
月
６
日 

 

鬼
無
町
是
竹
・
香
西
西
町
・
植
松
町
・
中
山
町
に
ま
た
が
る
勝
賀
山
（
標
高
３
６
４
ｍ
）
の
山
頂
に
位

置
し
、
鎌
倉
時
代
か
ら
戦
国
時
代
の
約
３
６
０
年
間
、
笠
居
郷
を
本
拠
に
活
躍
し
た
香
西
氏
歴
代
の
城
で

す
。
廃
城
の
年
代
は
不
明
で
す
が
、
香
西
氏
が
長
宗
我
部
元
親
に
属
し
た
後
、
天
正
１
３
年
（
１
５
８
５

年
）
の
豊
臣
秀
吉
の
四
国
平
定
に
屈
し
た
前
後
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
発
掘
調
査
の
結
果
、
香
川
県
を
代
表

す
る
中
世
山
城
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
昭
和
５
５
年
（
１
９
８
０
年
）
高
松
市
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。 

 

５ 

遍
路
道 

 

旧
国
道
を
横
切
り
、
踏
切
を
渡
る
と
安
徳
の
集
落
に
入
り
ま
す
。

四
辻
に
は
道
標
が
あ
り
、
「
こ
れ
よ
里
一
の
み
や
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

道
を
進
む
と
左
側
に
地
蔵
堂
が
あ
り
ま
す
。
二
間
四
方
の
小
さ
な
お
堂
で
す
が
、
三
方
が
開
け
放
し
に
な

る
古
い
形
式
の
お
堂
で
、
堂
の
垂
木

た

る

き

に
角か

く

塔
婆

と

う

ば

（
角
材
の
卒
塔
婆
）
を
使
用
し
て
建
て
ら
れ
た
、
あ
ま
り

例
を
見
な
い
建
物
で
す
。
堂
の
前
を
東
へ
進
む
と
本
津
川
へ
出
ま
す
。
永
代
橋
が
架
か
っ
て
お
り
、
川
向

道  標  
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こ
う
は
飯
田
町
で
す
。 

橋
の
袂
に
小
さ
な
お
堂
が
あ
り
、
中
に
「
あ
ご
な
し
地
蔵
」
と
呼
ば

れ
る
地
蔵
尊
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
か
な
か
整
っ
た
顔
を
し
た
お
地

蔵
様
で
、
歯
痛
に
ご
利
益
が
あ
る
そ
う
で
す
。 

 

６ 

桃
太
郎
伝
説 

熊
野
権
現
桃
太
郎
神
社
（
祭
神 

紀
州
三
所
権
現
の
分
霊
と
稚
武
彦

命
）
は
、
昔
か
ら
「
権
現
さ
ん
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
、
同
時
に
桃
太

郎
の
鬼
退
治
に
関
す
る
伝
承
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
の
初
め
ご
ろ
、
橋
本
仙
太
郎
（
注
２
）
が

現
地
を
く
ま
な
く
調
査
研
究
し
て
『
童
話
「
桃
太
郎
」
の
発
祥
地
は
讃
岐
の
鬼
無
』
と
の
説
を
昭
和
５
年

（
１
９
３
０
年
）
９
月
に
地
元
新
聞
「
四
国
民
報
」
（
現
四
国
新
聞
）
に
発
表
し
ま
し
た
。 

 （
注
２
）
橋
本
仙
太
郎
（
１
８
９
０
年
～
１
９
４
０
年 
高
松
市
中
間
町
出
身
） 

香
川
師
範
卒
業
後
、
大
正
３
年
（
１
９
１
４
年
）
上
笠
居
小
学
校
の
教
諭
時
代
、
鬼
無
駅
プ
ラ
ッ
ト
ホ

ー
ム
で
大
隈
重
信
が
訓
示
（
注
３
）
し
た
、
鬼
無
の
地
名
へ
の
感
銘
に
端
を
発
し
、
自
分
の
半
生
を
か

け
『
さ
ぬ
き
桃
太
郎
伝
説
』
ゆ
か
り
の
地
を
探
し
ま
し
た
。
昭
和
５
年
に
、
女
木
島
洞
窟
を
発
見
し
、

地 蔵 堂  

http://#
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洞
窟
を
鬼
ケ
島
洞
窟
と
し
て
桃
太
郎
伝
説
と
む
す
び
つ
け
、
「
童
話
桃
太
朗
」
の
発
祥
地
は
讃
岐
の

鬼
無
」
と
発
表
し
ま
し
た
。 

 
（
注
３
）
大
隈
重
信
の
訓
示 

「
此
の
駅
名
は
鬼
無
（
お
に
な
し
）
か
と
思
へ
ば
鬼
無
（
き
な
し
）
・
・
・
・
・
仲
々
面
白
い
地
名
で
あ

る
。
村
民
諸
氏
は
個
人
と
い
は
ず
、
団
体
と
い
は
ず
、
皆
共
に
ど
う
か
村
の
名
の
そ
れ
の
や
う
に
、
心

の
中
に
鬼
を
置
か
な
い
様
に
修
養
に
務
め
て
極
楽
の
や
う
な
村
と
し
邦
家
の
為
め
奮
闘
せ
ら
れ
度
い

云
々
。
」 

 

７ 

鬼
無
の
盆
栽 

植
木
鉢
の
中
に
自
然
を
映
し
出
す
盆
栽
は
、
文
化
年
間
（
１
８
０
４
～
１
８
年
）
に
始
ま
り
ま

し
た
。
鬼
無
町
の
土
地
が
砂
質
で
、
水
は
け
が
よ
く
植
木
や
盆
栽
栽
培
に
適
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

江
戸
後
期
文
化
年
間
に
、
接
ぎ
木
の
名
人
高
橋
南
程
（
周
輔
）
よ
り
学
ん
だ
鬼
無
半
山
（
甚
三
郎
）

が
盆
栽
植
木
の
技
術
を
習
得
し
、
幕
末
か
ら
明
治
の
初
め
に
か
け
て
、
苦
心
の
末
、
成
功
し
て
生

れ
た
も
の
で
す
。
明
治
の
中
ご
ろ
に
な
っ
て
、
品
質
を
改
良
し
、
良
質
の
苗
木
を
作
り
上
げ
、
渡

辺
半
太
郎
の
優
れ
た
経
営
感
覚
で
宣
伝
販
売
に
も
力
を
入
れ
、
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、
朝
鮮
半
島
、

http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
http://#
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満
州
に
ま
で
販
路
を
拡
大
し
ま
し
た
。
盆
栽
の
す
ぐ
れ
た
技
術
を
先
人
か
ら
受
け
継
ぎ
、
改
良
を

重
ね
た
結
果
、
国
分
寺
と
と
も
に
日
本
一
の
産
地
に
成
長
し
ま
し
た
。
今
で
は
松
盆
栽
（
錦
松
・

黒
松
・
五
葉
松
な
ど
）
の
約
８
０
パ
ー
セ
ン
ト
が
生
産
さ
れ
、
海
外
へ
も
盛
ん
に
輸
出
さ
れ
て
、

「B
O

N
SA

I
」
と
名
前
も
そ
の
ま
ま
に
人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

      

８ 

鬼
無

き

な

し

稚
児

ち

ご

桜
ざ
く
ら 

 

「
鬼
無
稚
児
桜
」
は
菊
桜
（
八
重
桜
）
の
突
然
変
異
種
で
、
一
つ
の
花
に
約
２
０
０
枚
の
花
弁
を
つ
け

る
中
輪
咲
き
が
特
徴
で
す
。「
桜
守
」
と
呼
ば
れ
た
京
都
の
造
園
家
・
佐
野
藤
右
衛
門
が
昭
和
初
期
、
鬼

無
町
で
原
木
を
発
見
し
、「
稚
児
桜
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
紅
色
の
つ
ぼ
み
が
開
花
す
る
に
し
た
が
っ
て
、

花
弁
の
色
は
薄
く
淡
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
花
柄
が
長
く
垂
れ
下
が
り
、
め
し
べ
は
葉
化
し
て
い
ま
す
。 

渡辺半太郎の功績

を記した碑  

鬼無盆栽センターにあ

る顕彰碑  
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約
６
０
年
前
に
原
木
が
枯
れ
て
し
ま
っ
た
「
鬼
無
稚
児
桜
」
の
純
系
が
、
独
立
行
政
法
人
森
林
総
合

研
究
所
・
多
摩
森
林
科
学
園
（
東
京
都
八
王
子
市
）
の
サ
ク
ラ
保
存
林
に
、
「
標
本
木
」
と
し
て
保
存
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
平
成
１
９
年
に
標
本
木
か
ら
穂
木
を
取
り
寄
せ
、
住
民
の
有
志
が

約
１
年
が
か
り
で
高
さ
約
２
メ
ー
ト
ル
の
苗
木
に
育
て
、
よ
み
が
え

ら
せ
ま
し
た
。 
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献
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